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部活動の地域移行に係る現状について(報告) 

 

 教育部学校教育課　部活動地域移行推進室

 

１　渋川市の現状 

  渋川市の子どもは、下の図のとおり、年々減少傾向であり、その結果、各中学

校において部員数不足で部活動が成立しない状況です。※詳細は参考資料Ｐ１参

照 
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２　渋川市の中学校の部活動人数 

　渋川市には９つの中学校があります。運動部活動については、中学校体育連盟

に２０の競技団体が所属しており、渋川市内には、ハンドボール・相撲・ダンス

を除く、１７の競技種目があります。また、文化部活動については、吹奏楽部が

 ７校、美術部が５校で活動しています。

　生徒数の減少に伴い、教職員数も減少し、部活動を休部あるいは廃部になった

 部活動も増加傾向にあります。

 

【令和６年度　運動部員数調査結果（令和７年１月時点）】 

 男子　　　　　　　　　　　　　　　　女子

 

※　表中の所属人数が全学年空欄になっている競技は、クラブで活動しているも

 　のです。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 ２年 ３年 合計

1 体　操　競　技

2 新    体    操 1 1 1

3 軟　式　野　球

4 ソフトボール 4 0 4 1

5 バスケットボール 29 22 51 5

6 バレーボール 8 18 26 3

7 ソフトテニス 52 37 89 9

8 卓    球 29 29 58 7

9 バドミントン 6 12 18 1

10 サッカー 1 1 2 0

11 陸　上　競　技 16 16 32 6

12 水　　泳 2 2 4 1

13 柔　　道 2 12 14 4

14 剣　　道 6 9 15 3

15 ス    キ    ー

16 ス  ケ  ー  ト 1 1

17 吹奏楽 41 35 76 3

18 美　術 37 30 67 4

女　子　合　計 (名) 235 223 458 48

女 子 在 籍 数 (名) 279 271 257 807

所属人数
№   競　技　名 設置校数

１年 ２年 ３年 合計

1 体　操　競　技

2 新    体    操

3 軟　式　野　球 1 4 5 1

4 ソフトボール

5 バスケットボール 29 28 57 5

6 バレーボール 4 8 12 1

7 ソフトテニス 70 55 125 9

8 卓    球 32 28 60 6

9 バドミントン

10 サッカー 15 23 38 4

11 陸　上　競　技 25 34 59 6

12 水　　泳 1 3 4 4

13 柔　　道 29 21 50 5

14 剣　　道 5 12 17 3

15 ス    キ    ー

16 ス  ケ  ー  ト 1 1 1

17 アイスホッケー

18 吹奏楽 9 8 17 5

19 美　術 10 3 13 2

男　子　合　計 (名) 234 229 463 53

男 子 在 籍 数 (名) 286 285 271 842

所属人数
№   競　技　名 設置校数
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３　部活動地域移行の必要性と国の考え方 

　令和４年１２月に、「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関す

 る総合的なガイドライン」がスポーツ庁及び文化庁より発出されました。

　そこでは、生徒がスポーツや文化芸術活動に継続して親しむ機会を確保するた

め、部活動改革を行う必要性や学校と地域の連携・協働により新たな地域クラブ

活動の在り方が示されました。※詳細は参考資料Ｐ２参照 

　また、令和６年１２月には、「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関

する実行会議」中間とりまとめがスポーツ庁より発出されました。    
　そこでは、学校内で運営されていた部活動を広く地域に開き、地域全体で進め

ていくこと。また、具体的な手法は地域の実情等に応じた多様な選択肢も認める

ことも含めて、これまでの「地域移行」という名称は、「地域展開」に変更する

予定であることが示されています。※詳細は参考資料Ｐ３参照 

 

 

　さらに、今後の改革の方向性については、休日の地域展開とともに、平日の地

域展開もあわせて地域の実情に応じて取り組むこと、具体的には、改革実行期間

(前期：令和８年度から令和１０年度)には、休日の地域展開を原則全ての学校部

活動において着手し、平日の改革は、前期において活動の在り方や課題への対応

策等の検証を行った上で、中間評価を行い、更なる改革を推進していくことが示

されました。※詳細は参考資料Ｐ４参照 
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４　渋川市の取組状況 

　渋川市では、学校が単独または合同チームにより活動を存続できる競技部を活

動可能部活動、チームが存続できない競技を活動困難部活動として分け、それぞ

 れの活動に対して行えることを整理しました。

　活動可能な部活動を「地域連携」と表し、部活動指導員や外部指導者を学校に

派遣して生徒に指導してもらう『指導者派遣型』と、活動困難な部活動に対して

「地域クラブ」を立ち上げ、その地域クラブに生徒が参加する『地域クラブ委託

型』とに分けて整理しています。 

　現時点では、「指導者派遣型」が運動部活８種目、文化芸術活動が１種目、「地

域クラブ委託型」が運動部活５種目、それぞれ取組を実施しています。 

 

 

５　今後の取組の方向性 

（１）　生徒が様々なスポーツ活動や文化芸術活動に親しむことができる環境を

 　　　整備していくことを目指します。

 （２）　国が示すとおり、まずは休日の部活動地域移行（展開）を目指します。

（３）　休日の部活動地域移行（展開）のための課題を解決するための検討を重

 　　　ねていきます。

　

R6 渋川市の取組

生徒が様々なスポーツ活動や文化芸術活動に親しむことができる環境を整備していく

中学校A
●●部 合同活動

指導者派遣型

中学校の生徒
中学校B
●●部

中学校C
●●部

生徒参加型

指導者A 指導者B クラブBクラブA

活動可能 ⇒ 地域連携 活動困難 ⇒ 地域移行

教育委員会スポーツ課

指導者派遣 地域クラブ委託


